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本日の趣旨

これまでと現時点

文理共通して行う数理・データサイエンス教育の実際

人、体制、教材、学生・・・

大学で数学教育を行い、次世代育成を担う我々に何ができるのか。

理系基礎教育、全学教育、教養教育、文理共通した視点、

外部との連携授業、専門教育・・・
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大学の数理及びデータサイエンス教育の全国展開

2016年： ６つの拠点大学の指定

（北大、東大、滋賀大、京大、阪大、九大）

於：「数理及びデータサイエンス教育の強化に関する懇談会」

2019年： 全国で 20校の協力校を選定
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AI戦略 2019より
リテラシー教育（大学・高専・社会人）

具体目標として

1 文理を問わず、全ての大学・高専生（約 50 万人卒/年）が、課程に

て初級レベルの数理・データサイエンス・ＡＩを習得

2 多くの社会人（約 100 万人/年）が、基本的情報知識と、データサイ

エンス・ＡＩ等の実践的活用スキルを習得できる機会をあらゆる手

段を用いて提供

3 大学生、社会人に対するリベラルアーツ教育の充実（一面的なデー

タ解析の結果やＡＩを鵜呑みにしないための批判的思考力の養成も

含む）
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AI戦略 2019より　応用基礎教育

具体目標として

1 文理を問わず、一定規模の大学・高専生（約 25 万人卒/年）が、自

らの専門分野への数理・データサイエンス・ＡＩの応用基礎力を習

得このために、大学入試において数理・データサイエンス・ＡＩの

応用基礎力の習得が可能と考えられる入学者の選抜を重点的に行う

大学を支援

2 地域課題等の解決ができるＡＩ人材を育成（社会人目標約 100 万人/

年）
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AI戦略 2019より　リテラシー教育（小学校・中学校）

＜具体目標＞として、

データサイエンス・ＡＩの基礎となる理数分野について、

1 習熟度レベル上位層の割合が世界トップレベルにある現在の状態を

維持・向上

2 国際的に比較して低い状況にある理数分野への興味関心を向上

様々な社会課題と理科・数学の関係性の理解と考察を行う機会を確保
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令和２年度　文部科学省概算要求より
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この後の流れ：ご講演と質問タイム

ご講演１

竹村 彰通 先生　（滋賀大学データサイエンス学部長）

「滋賀大学データサイエンス学部における文理融合教育」

ご講演２

鈴木 寛 先生　（国際基督教大学名誉教授）

「教養としてのデータサイエンス教育～MOOCsの活用を視野に入れて」

質疑応答・情報共有

竹村 彰通 先生

鈴木 寛 先生
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